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気噴火活動が知られている(宇都ほか 1983， 寺田， 
2018)。これまで地球化学的研究(Ohba et al.， 1994，
2000; Ohwada et al.， 2003)や地震学的研究(Nakano 
et al， 2003; 森ほか， 2006)・測地学的研究（寺
田ほか， 2014），地球電磁気学的研究(Takahashi and 
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図 2 AMeDAS による豪雨期間（2018 年 6 月 28 日
〜7 月 8 日）の総雨量（mm）分布 




図 5 2018 年 7 月 7 日 0 UTC の GSMaP 降水量(虹
色; mm h-1)，可降水量(赤色コンター; mm），350 K
等温位面での渦位(赤-青色; PVU)． 









図 6 72 時間実効雨量の期間最大値 図7 72時間実効雨量期間最大値の再現期間
●：呉 ■：高梁
図 8 上：2018 年 7 月 6 日 15 時から 7 日 12 時までの 3 時間積算降水量の分布．左下：広島県呉市の 6
日 09 時から 7 日 09 時までの降水量の時系列(棒グラフ：1 時間降水量，線：積算降水量)．右下：左下
図を同じ．ただし，岡山県高梁市．













































































































































図 10 広島県管理河川の被災状況（広島県,2018） 
  
旭川・下牧観測所                        高梁川・日羽観測所 
   


























図 15 末政川 0.7k 区域における測線に沿っ
て実施した高精度表面波探査の結果 
図 16 末政川 0.4k 区域の右岸の堤防における
高精度表面波探査の結果 












































































図 21 地形（斜面傾斜: 背景色）と崩壊源（赤
点）の分布 











































図 25 渓流 13 についてのシミュレーション Run4-1 の結果 
(左: 土砂堆積，右: 最大痕跡) 
図 23 土石流の発生土量と基礎調査で想定され
ていた土量の関係 
図 24 シミュレーションの対象流域 
(広島市安芸区矢野東 7 丁目) 
図 26 国土地理院による平成 30年 7月豪雨の崩壊





































































































































































図 27 調査票の設計コンセプト 

















































洪水 河川 土砂 強風 高波 その他






















図 34 外力別犠牲者の遭難場所(201807 豪雨)
災害の名称
発生日
河川 小田川 肱川（下流） 肱川（中流） 肱川（上流）
場所 岡山県倉敷市 愛媛県大洲市 愛媛県大洲市 愛媛県西予市
施設 特別養護老人ホームA 特別養護老人ホームB 介護老人保健施設C グループホームD
階数 平屋 2階建て 5階建て 2階建て
水害想定のマニュアル なし あり あり なし
水害想定の避難訓練 なし あり 一部あり 一部あり
水位情報 確認 確認 確認 確認
避難行動開始の目安 あり（避難勧告） なし あり（水位・ダム） なし
実際に避難したタイミング 避難勧告 避難指示の後 ― 避難指示
入所者の避難先 水平避難（系列施設） 垂直避難（2階） ― 水平避難（系列病院）
避難誘導 応援あり 自力 ― 自力
避難時の状況 迅速 切迫 迅速 切迫
2018年7月
西日本豪雨災害
































































































































































































図 37 地形図で見る土地利用の変遷 
Sources: Esri, HERE, DeLorme, Intermap, increment P Corp., GEBCO, USGS, FAO, NPS, NRCAN, GeoBase,
IGN, Kadaster NL, Ordnance Survey, Esri Japan, METI, Esri China (Hong Kong), swisstopo, MapmyIndia, ©




















































































































































































































































































図 41 避難しなかった理由（問 18，MR，3 つまで）








高橋浩晃1・勝俣 啓1・大園真子1・橋本武志1・青山 裕1・酒井慎一2・松本 聡3 
岡田知己4・小菅正裕5・寺川寿子6・飯尾能久7・中尾 茂8・上嶋 誠2・柴田智郎9 
大津 直10・高井伸雄11・飯場正紀11・渡部要一11・菊地 優11・岡崎太一郎11 
白井和貴11・西村裕一1・石川達也12・高瀬裕也13・永井 宏13・宮森保紀14 
三宅弘恵15・松島信一7・浅野公之7・重藤迪子16・卜部厚志17・前田宜浩18 
石澤友浩19・廣瀬 亘10・小山内信智20・山田 孝20・笠井美青20・檜垣大助21 















































































































































な形状を呈している（Katsumata et al., 2019）。斜面
崩壊が多発した地域は、余震域の北半分周辺に相当
する。大すべり域は、初期破壊域よりも浅く、余震
域 の 浅 部 に あ た る 深 さ 20-30km 付 近 で あ っ た



















（Ohzono et al., 2019）。地震後に顕著な余効変動は
見られていないが、ひずみ速度に変化が生じている
可能性がある。このひずみ集中帯は、北海道北部ま
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平成 30 年台風 21 号（T1821，アジア名 Jebi）は， 
 




近い経路をとり，9 月 4 日 12 時に 950hPa で徳島県
南部に上陸した後，紀伊水道をぬけ，淡路島を通過
して 4 日 14 時には神戸市に上陸した．9 月 5 日 3 時
に北海道渡島半島西部に達し，5 日 9 時に温帯低気
圧に変わった（図 1,2）．本州上陸時に 950hPa で，非
常に強い勢力のまま上陸したのは，1993 年の台風 13












川県金沢では南西に 28.8m/s の最大風速を観測した． 
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2.2 最大瞬間風速の分布 
































最大瞬間風速が 50m/s を超えるような突風は，台風 
 
 
図 1 台風 21 号の経路と中心気圧の推移 
の中心から 50km 以内の積乱雲直下で発生していた．









図 2 過去台風の経路比較 
 
 




黒塗り：降雨強度 48 mm/h の強エコー，グレー：








図 6 9 月 4 日 0400 UTC における，高度 2km の台
風の移動に相対的な風ベクトル（黒矢印），台風の
移動に相対的な地上最大瞬間風速（灰色矢印）及び
高度 2km のレーダー反射強度の分布 
 
 
図 7 9 月 4 日 0430 UTC における，地上最大瞬間風




















場を再現することのできる LES モデルを用い，21 号
台風時の南風を想定した計算を行って変動風速場を
再現した結果をみると，図 9 に示すように，地上 10m
において市街地内でも場所によっては瞬間的に









図 8 台風経路（ベストトラックおよび WRF 計算） 
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図 10 9 月 4 日 10～24 時の総降雨量 
 
 
図 11 2018 年 9 月 4 日 03 時～5 日 06 時の落雷頻 
 
2.5 降雨 




において 6 時間雨量でそれぞれ 139.0mm，135.5mm，
1 時間雨量で 85.5mm，74mm を記録した．また，大
阪府能勢町では 1 時間雨量で 69.0mm，兵庫県神戸市






















































べ突出している（図 13 b）． 









図 14 a,b に示す通り，死者は台風経路に対して危険
半円側に分布しており，負傷者まで含めると危険半
円側に広がって分布している．住家被害については











a. 都道府県別の死者数 b. 都道府県別の負傷者数 
  
c. 都道府県別の全壊住家数 d. 都道府県別の半壊住家数 
  
e. 都道府県別の一部損壊以上被害住家数 f. 都道府県別の住家被害率 































図 14f に推定値を追加したものを図 18 に示す． 
  
a. 市町村別の死者数 b. 市町村別の死傷者数 
  
c. 市町村別の全壊住家数 d. 市町村別の半壊住家数 
  
e. 市町村別の一部損壊以上被害住家数 f. 市町村別の住家被害率 




























































































21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39最大風速 (m/s) 
図 17 市町村別ブルーシート数と被害住家
数の関係 















図 21 マンションの屋根葺き材の飛散 
 
図 22 体育館の屋根の飛散 
 




図 24 窓ガラスの破損によるビル室内の被害 
 
図 25 ビル室内の天井の脱落 
 
図 26 ビルの軒の天井の脱落 
 















図 28 瓦の飛散 
 
図 29 屋根ふき材のめくれ・飛散 
 
図 30 屋根の飛散・小屋組みの被害 
 
図 31 集合住宅の手すりの被害 
 
図 32 建築物上設置太陽光発電システムの被害 
 
図 33 自動販売機の転倒 
 
図 34 薄板鋼板屋根の飛散による被害 
 
 
図 35 看板への飛来物の突き刺さり 
 
 
図 36 飛来物の衝突による自動車の被害 
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図 37 神社拝殿の倒壊 
 




















図 39 防音パネル足場の倒壊 
 
図 40 水上設置型太陽光発電システム設備の被害 
 
図 41 広告板の倒壊 
 
図 42 パイプハウスの倒壊 
 
図 43 遮音壁の損傷 
 




図 45 船の衝突による空港連絡橋の損傷 
（国土交通省，2018） 
 
図 46 橋梁上での車両の横転 
 




（図 49）において，電柱の倒壊は合計 1343 本．う
ち，飛来物・建物倒壊に伴う 2 次被害は 788 本（89%）
に及んでおり，風力のみによる倒壊はみられなかっ
た．また，配電設備の被害は高圧線 4914 径間，柱上









図 48 電力施設の被害 
 




















































































図 50 潮芦屋ビーチへのコンテナ漂着 
 
図 51 芦屋市涼風町における越波浸水の痕跡 
 
図 52 六甲アイランドにおける浸水被害 
（Twitter より,9/4 14:23 配信） 
 
図 53 煉瓦倉庫レストラン街の浸水 
（Twitter より 9/4 14:44 配信） 
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図 54 宮川の氾濫と溢水 
（Twitter より 9/4 14:44 配信） 
 






















































































































土木学会海岸工学委員会 (2018) 2018 年台風 21 号
Jebi による沿岸災害，http://www.coastal.jp/ja, 2018 年
9 月 22 日． 
森ら（2018）2018 年台風 21 号 Jebi による沿岸災
害調査報告，土木学会誌 12 月号，4p． 
国土交通省運輸安全委員会, (2018.12)「船舶事故調
査の経過報告について（平成 30 年 12 月 20 日）」 
関西電力（2019）：https://www.kepco.co.jp/ 






























































































































1 河川水原水 0.150 0.067 - - - - 2.2
2 10倍希釈 0.166 0.100 0.339 0.167 0.008 0.044 13.831
3 100倍希釈 0.166 0.112 0.326 0.169 0.065 0.061 15.095
4 1,000倍希釈 0.163 0.101 0.308 0.198 0.070 0.075 15.396
5 10,000倍希釈 0.156 0.105 0.299 0.138 0.078 0.072 14.025
6 100,000倍希釈 0.156 0.109 0.306 0.164 0.080 0.072 14.858


















2 10倍希釈 19.0±1.22 80.3±4.11 29.9±4.90 18.7±0.55a 12.0±1.82
3 100倍希釈 17.5±2.29 79.4±2.25 32.4±5.46 23.5±0.99b 14.7±2.29
4 1,000倍希釈 14.5±2.29 80.9±1.37 33.7±5.25 22.9±0.63b 13.9±1.47
5 10,000倍希釈 15.5±3.28 81.1±1.76 31.5±1.73 23.2±1.79b 14.7±0.79
6 100,000倍希釈 16.5±1.50 78.3±5.21 39.5±3.82 23.7±1.36b 16.2±1.80















































写真 1 収穫前の生育状況 
左：試験区 2 右：試験区 7 
写真 2 枯死した水稲試験区 1 
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2　10倍希釈 15.0 ± 1.28 484.3 ± 8.32 342.3 ± 6.32 b 3.7 ± 0.66 b
3　100倍希釈 14.5 ± 0.76 448.0 ± 9.08 433.5 ± 8.92 a 7.8 ± 0.59 a
4　1,000倍希釈 12.5 ± 1.00 472.5 ± 2.53 462.0 ± 3.20 a 7.4 ± 0.47 a
5　10,000倍希釈 12.8 ± 0.98 451.8 ± 7.25 432.0 ± 7.19 a 7.6 ± 0.79 a
6　100,000倍希釈 14.0 ± 1.28 483.8 ± 4.18 454.0 ± 4.98 a 7.3 ± 0.78 a
7 対照区(BL) 13.3 ± 1.23 537.5 ± 4.86 528.8 ± 4.91 a 8.5 ± 0.52 a
同一列の
異





(本/ポット) (粒/ポット) (粒/ポット) (g/ポット)
表-4  水稲の収量構成要素 
Cd As Pb Cr Zn B F
2 10倍希釈 N.D. 0.40±0.11 a N.D. 0.18±0.13 25.0±2.76 b 3.65±0.69 N.D.
3 100倍希釈 N.D. 0.14±0.04 b N.D. N.D. 30.3±2.07 ab 1.68±0.45 N.D.
4 1,000倍希釈 N.D. 0.24±0.03 bc N.D. 0.30±0.17 34.5±1.54 a 1.17±0.46 N.D.
5 10,000倍希釈 N.D. 0.30±0.11 ac N.D. N.D. 32.5±1.82 ab 1.07±0.50 N.D.
6 100,000倍希釈 N.D. 0.23±0.04 bc N.D. N.D. 36.0±1.07 a 0.56±0.55 N.D.
























































































































































































































































































(a) 北綱島小学校への避難 (b) 地域防災拠点の受付 
  
(c) 防災訓練の開会    (d) 地域防災拠点運営委員 
  
(e) 救出訓練       (f) 消火栓操作訓練 
  
(g) 給水栓操作訓練    (h) インタビュー活動 
  
(i) 搬送訓練（保護者）  (j) 搬送訓練（児童） 
  
(k) 車椅子体験      (l) 身体障がいの模擬体験 
  























































(a) 運営スタッフ打合せ  (b) 参加児童の集合 
  
(c) 気勢をあげる会長   (d) 宝探しスタート 
  
(e) 宝箱発見       (f) 宝探しクイズ 
  






































































































































































(a) パネル討論      (b) ポスター発表会場 
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